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H 2 1 年 県 外 導 入 を 行 っ て い る 酪 農 家 5 戸 で 飼 養 す る

乳 用 牛 2 9 3 頭 を 対 象 に 牛 白 血 病 （ B L ） 抗 体 検 査 を 実 施

し 、 抗 体 陽 性 率 3 . 9 ％ ～ 2 9 . 4 ％ 、 合 計 5 3 頭 （ 1 8 . 1 ％ ）

の 陽 性 を 確 認 。管 内 に 広 い B L の 浸 潤 が 思 料 さ れ 、県 外

か ら の 導 入 牛 等 の 抗 体 検 査 成 績 （ H 2 1 年 ～ H 2 3 年 ） を

分 析 。 導 入 牛 は 2 0 5 頭 中 2 1 頭 （ 1 0 . 2 ％ ） に 陽 性 、 県 外

へ の 預 託 時 に 抗 体 陰 性 で あ っ た 1 0 2 頭 に つ い て は 約 8

カ 月 間 の 預 託 後 9 頭 （ 8 . 8 ％ ） に 陽 性 が 確 認 さ れ た 。 こ

の こ と を 踏 ま え 今 後 の 清 浄 化 対 策 に 資 す る た め 、 酪 農

家 （ 5 0 戸 ） に 意 識 調 査 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 ① B L 清

浄 化 に 積 極 的 に 取 り 組 み た い ② 導 入 、 預 託 前 後 の B L

検 査 結 果 等 状 況 を 承 知 し て い た い ③ B L に 特 別 関 心 が

無 い 、 の ３ つ の グ ル ー プ に 分 類 さ れ た 。 さ ら に 団 体 職

員 、 獣 医 師 、 関 係 機 関 に B L に 対 す る 考 え 方 、 農 家 へ の

B L 対 策 に つ い て の 指 導 状 況 等 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し

た 。 以 上 の こ と か ら 、 今 後 の 清 浄 化 対 策 の 指 導 方 策 と

し て は 農 家 へ の B L 対 策 の 啓 発 を さ ら に 図 り つ つ 、農 家

の 実 情 に 照 ら し て 取 り 組 む 必 要 性 が 認 め ら れ た 。  

 


